
　
北
東
ア
ジ
ア
農
政
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
６

回
日
中
韓
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
議
題
「
国
際
農

産
物
需
給
状
況
」
に
関
す
る
報
告
と
し
て
、

「
２
０
１
８
年
に
お
け
る
世
界
の
食
料
需
給

見
通
し
」の
報
告
を
行
っ
た
。
本
報
告
（
以
下
、

食
料
需
給
見
通
し
）
は
2
0
0
9
年
1
月
16

日
、
農
林
水
産
政
策
研
究
所
が
公
表
し
た
も

の
で
あ
り
、
近
年
、
急
速
に
変
化
す
る
世
界

の
農
産
物
市
場
の
実
情
等
を
踏
ま
え
、
新
た

に
構
築
し
た
「
世
界
食
料
需
給
モ
デ
ル
（
以

下
、
食
料
需
給
モ
デ
ル
）
」
に
よ
る
世
界
の

食
料
需
給
予
測
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
、
食

料
輸
入
国
の
立
場
と
い
う
視
点
に
立
ち
、
食

料
輸
入
地
域
で
あ
る
ア
ジ
ア
地
域
に
重
点
を

置
き
つ
つ
、
国
際
食
料
需
給
の
実
態
を
モ
デ

ル
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
の
一
つ
と
し

て
い
る
。
 

　
食
料
需
給
モ
デ
ル
を
新
た
に
開
発
す
る
背

景
は
、
化
石
燃
料
の
代
替
燃
料
の
一
つ
と
し

て
、
農
産
物
を
主
原
料
と
す
る
バ
イ
オ
エ
タ

ノ
ー
ル
や
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
等
の
バ
イ
オ

燃
料
が
注
目
さ
れ
、
そ
の
需
要
増
加
の
傾
向

が
現
れ
て
き
た
。
バ
イ
オ
燃
料
の
普
及
が
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
農
産
物
利
用
の
需
要

拡
大
に
つ
な
が
り
、
各
国
の
農
産
物
需
給
に

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
さ
ら
に
バ
イ

オ
燃
料
の
生
産
・
利
用
の
拡
大
、
化
石
燃
料

の
資
源
制
約
、
地
球
環
境
問
題
と
の
リ
ン
ク

は
、
食
料
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
直
接
的
に
リ
ン

ク
さ
せ
、
各
国
の
食
料
需
給
に
関
わ
る
諸
問

題
は
大
き
く
変
容
し
つ
つ
あ
る
。
 

　
食
料
需
給
モ
デ
ル
の
特
徴
は
、
農
産
物
を

重
点
と
す
る
部
門
均
衡
計
量
モ
デ
ル
で
あ
り
、

基
本
的
枠
組
み
は
価
格
均
衡
モ
デ
ル
と
な
っ

て
お
り
、
多
地
域
・
多
品
目
市
場
均
衡
の
連

立
方
程
式
体
系
の
大
規
模
モ
デ
ル
と
し
て
開

発
さ
れ
て
い
る
。
タ
イ
ム
ラ
グ
を
持
っ
た
変

数
の
部
分
調
整
過
程
を
組
み
込
む
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
・
モ
デ
ル
で
あ
り
、
貿
易
は
相
手
国
を

特
定
せ
ず
、
世
界
全
体
で
品
目
ご
と
に
需
要

と
供
給
が
均
衡
す
る
非
空
間
型
の
モ
デ
ル
と

な
っ
て
い
る
。
政
策
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
・

モ
デ
ル
と
し
て
、
関
税
率
、
農
業
保
護
水
準

等
を
外
生
変
数
と
し
て
採
用
可
能
な
モ
デ
ル

で
あ
り
、
今
後
の
シ
ナ
リ
オ
分
析
に
有
効
な

モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る
。
 

　
国
際
価
格
お
よ
び
国
内
価
格
は
耕
種
作
物

お
よ
び
畜
産
品
目
・
乳
製
品
の
す
べ
て
の
品

目
の
需
要
と
供
給
に
影
響
を
及
ぼ
す
。
耕
種

作
物
の
生
産
サ
イ
ド
に
は
収
穫
面
積
・
単
収
、

畜
産
物
の
生
産
サ
イ
ド
に
は
飼
育
頭
数
・
と

殺
頭
数
・
１
頭
当
た
り
生
産
量
、
各
品
目
の

食
用
需
要
に
は
人
口
・
所
得
、
耕
種
作
物
の

飼
料
用
需
要
に
は
畜
産
生
産
量
が
食
料
需
給

に
影
響
を
与
え
る
主
な
要
因
と
し
て
挙
げ
ら

れ
る
。
 

　
具
体
的
な
「
食
料
需
給
見
通
し
」
に
つ
い

て
は
、
本
誌
の
「
動
向
解
析
」『
2
0
1
8
年

に
お
け
る
世
界
の
食
料
需
給
見
通
し
に
つ
い

て
』（
16
〜
23
ペ
ー
ジ
）
に
譲
る
が
、
補
足
説

明
と
し
て
、
「
食
料
需
給
見
通
し
」
の
予
測

試
算
結
果
で
は
、
耕
種
作
物
の
国
際
価
格
は

2
0
0
6
年
を
上
回
る
水
準
で
推
移
し
、
畜

産
物
の
国
際
価
格
も
同
様
に
上
昇
基
調
で
推

移
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

バ
タ
ー
、
脱
脂
粉
乳
、
チ
ー
ズ
等
の
乳
製
品

は
、
国
際
価
格
が
畜
産
物
よ
り
や
や
上
昇
基

調
で
推
移
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
た
。
 

　
た
だ
し
、
今
回
の
予
測
試
算
で
は
、
現
在

の
状
況
が
継
続
し
た
場
合
の
自
然
体
と
し
て

の
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
予
測
試
算
で
あ
り
、
政
策

的
な
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
含
ま
れ
て
い

な
い
。
そ
の
た
め
、
今
後
、
ア
メ
リ
カ
、
中

国
、
E
U
等
の
農
業
・
環
境
政
策
（
直
接
支

払
い
に
よ
る
財
政
的
支
援
、
関
税
等
）
の
実

施
に
伴
い
、
食
料
生
産
が
刺
激
さ
れ
、
国
際

価
格
を
押
し
下
げ
る
場
面
が
生
じ
る
可
能
性

も
あ
る
。
ま
た
、
現
在
の
金
融
不
況
に
端
を

発
す
る
世
界
経
済
の
低
迷
に
よ
る
所
得
水
準

の
逓
減
に
伴
う
各
品
目
の
需
要
の
伸
び
が
鈍

化
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
国
際
価
格
を
押

し
下
げ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に

は
、
バ
イ
オ
燃
料
政
策
の
継
続
性
の
如
何
に

よ
っ
て
需
要
の
伸
び
も
変
化
す
る
た
め
、
こ

こ
数
年
の
動
向
を
今
後
も
継
続
し
て
分
析
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
 

 　
今
回
の
議
題
「
国
際
農
産
物
需
給
状
況
」

の
パ
ネ
ル
討
議
に
お
い
て
、
日
中
韓
そ
れ
ぞ

れ
の
研
究
者
か
ら
有
益
な
コ
メ
ン
ト
お
よ
び

質
問
が
あ
り
、
今
後
の
食
料
需
給
モ
デ
ル
開

発
の
た
め
に
確
認
し
た
い
。
 

2
0
1
8
年
に
お
け
る
世
界
の
食
料
需
給
見
通
し
 

食
料
領
域
主
任
研
究
官
　
古
橋
　
元 

議
題
2
　
国
際
農
産
物
需
給
状
況
 



第１図　世界食料需給モデルの簡易概念図 
資料：「2018年における世界の食料需給見通し（概要版）」農林水産省食料安全保障課． 

資料：「2018年における世界の食料需給見通し」農林水産政策研究所． 
注．純輸出入量の正の値は輸出量，負の値は輸入量となる． 
　　生産量，総消費量，純輸出入量は百万トンで四捨五入している． 

（単位:百万トン） 
第1表　アフリカの穀物需給見通し 

（価格を媒体として内生変数により変化） 

世界食料需給モデル 

影  響 影  響 
生
　
産
　
量
 

価
　
　
　
格
 

需　要　量 
食 用 需 要 

飼料用需要 

その他の需要 

〔外生値として〕 　推計 

米国のバイオ 
エタノール需要 
（150億ガロン） 

小　　麦 23 32 53 73 －30 －42 

トウモロコシ 49 66 58 75 －10 －9 

コ　　メ 13 17 20 26 －6 －9 

その他粗粒穀物 
（大麦、ソルガム、 50 62 52 69 －2 －7 
　　　ライ麦等） 

 生産量 総消費量 純輸出入量 

 2006年 2018年 2006年 2018年 2006年 2018年 

　
中
国
の
王
　
民
博
士
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ

Ａ
Ｓ
）
か
ら
は
、
食
料
需
給
モ
デ
ル
の
予
測

試
算
は
、
総
合
的
で
系
統
立
っ
た
結
果
と
し

て
評
価
し
て
お
り
、
そ
の
上
で
以
下
の
二
つ

の
質
問
を
受
け
た
。
 

①
　
ア
メ
リ
カ
の
バ
イ
オ
燃
料
需
要
の
前
提
、

お
よ
び
昨
秋
か
ら
の
石
油
価
格
の
低
迷
に
つ

い
て
、
モ
デ
ル
へ
の
影
響
は
ど
の
よ
う
に
し

て
い
る
の
か
。
 

②
　
食
料
需
給
見
通
し
で
は
ア
フ
リ
カ
の
穀

物
需
給
に
つ
い
て
、
小
麦
の
輸
入
量
が
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
・
コ
メ
の
輸
入
量
よ
り
多
く
試
算

し
て
い
る
が
、
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
消
費
の

変
化
は
あ
る
の
か
。
 

　
①
の
質
問
に
つ
い
て
、
食
料
需
給
見
通
し

で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
由
来
の

バ
イ
オ
燃
料
用
需
要
を
外
生
値
と
し
て
組
み

込
み
、
2
0
0
7
年
12
月
に
ア
メ
リ
カ
の「
エ

ネ
ル
ギ
ー
自
立
・
安
全
保
障
法
（E
n
erg
y
 
In
-

dependence and Security A
ct of 2007

）」

が
成
立
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
予
測
目
標
年

（
2
0
1
8
年
）
ま
で
に
ア
メ
リ
カ
の
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
由
来
の
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
需
要

が
1
5
0
億
ガ
ロ
ン
ま
で
増
え
る
と
の
前
提

で
予
測
を
行
っ
た（
第
1
図
）。
「
エ
ネ
ル
ギ

ー
自
立
・
安
全
保
障
法
」
で
は
、
再
生
可
能

燃
料
基
準
（
R
F
S
）
と
し
て
２
０
２
２
年

ま
で
に
年
間
3
6
0
億
ガ
ロ
ン
の
エ
タ
ノ
ー

ル
と
定
め
て
お
り
、
そ
の
内
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
由
来
の
エ
タ
ノ
ー
ル
は
最
大
1
5
0
億
ガ

ロ
ン
、
セ
ル
ロ
ー
ス
系
エ
タ
ノ
ー
ル
は

1
6
0
億
ガ
ロ
ン
と
な
っ
て
い
る
。
今
回
の

食
料
需
給
見
通
し
は
、
原
油
価
格
急
落
前
の

昨
秋
に
予
測
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
最
新
の

国
際
原
油
価
格
水
準
や
金
融
不
況
に
よ
る
世

界
経
済
の
低
迷
を
踏
ま
え
て
、
今
後
、
再
度

予
測
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
ち
な
み
に
、
近

年
の
原
油
価
格
の
下
落
を
受
け
て
、
Ｕ
Ｓ
Ｄ

Ａ
の
食
料
需
給
予
測
で
は
バ
イ
オ
燃
料
の
需

要
量
が
若
干
、
下
方
修
正
さ
れ
て
い
る
。
 

　
②
の
質
問
に
つ
い
て
、
食
料
需
給
見
通
し

で
は
、
ア
フ
リ
カ
地
域
の
穀
物
輸
入
量
に
つ

い
て（
第
1
表
）、
小
麦
が
２
０
０
６
年
の
３，

０
０
０
万
ト
ン
か
ら
2
0
1
8
年
の
４，
２

０
０
万
ト
ン
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
同
１，
０

０
０
万
ト
ン
か
ら
同
９
０
０
万
ト
ン
、
コ
メ

が
同
６
０
０
万
ト
ン
か
ら
同
９
０
０
万
ト
ン

と
な
っ
て
お
り
、
小
麦
の
輸
入
量
が
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
お
よ
び
コ
メ
に
比
べ
急
増
し
て
い
る

が
、
ア
フ
リ
カ
地
域
の
消
費
量
か
ら
見
る
と
、

小
麦
の
消
費
量
は
２
０
０
６
年
の
５，
３
０

０
万
ト
ン
か
ら
２
０
１
８
年
の
７，
３
０
０

万
ト
ン
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
同
５，
８
０
０

万
ト
ン
か
ら
同
７，
５
０
０
万
ト
ン
、
コ
メ

は
同
２，
０
０
０
万
ト
ン
か
ら
同
２，
６
０
０

万
ト
ン
に
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
小

麦
お
よ
び
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
つ
い
て
の
消
費

量
は
ほ
ぼ
同
じ
水
準
で
推
移
し
て
い
る
が
、

小
麦
の
生
産
量
の
伸
び
が
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の

生
産
量
の
伸
び
に
比
べ
低
い
た
め
、
小
麦
の

輸
入
量
が
急
増
す
る
と
い
う
予
測
と
な
る
。

ゆ
え
に
、
ア
フ
リ
カ
地
域
は
ア
ジ
ア
と
共
に

穀
物
需
要
に
つ
い
て
今
後
も
注
視
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
今
後
、
ア
フ
リ
カ
地
域
の
消

費
構
造
の
変
化
に
つ
い
て
も
注
視
し
て
い
き

た
い
。
 

　
韓
国
の
崔
志
弦
博
士（
K
R
E
I
）
か
ら
は
、

食
料
需
給
モ
デ
ル
の
予
測
試
算
は
、
統
合
的

な
モ
デ
ル
と
し
て
評
価
し
て
お
り
、
韓
国
も

モ
デ
ル
に
よ
る
需
給
分
析
を
行
っ
て
い
る
と

し
て
、
そ
の
上
で
以
下
の
四
つ
の
質
問
を
受

け
た
。
 

①
　
ア
ジ
ア
の
重
要
な
品
目
で
あ
る
コ
メ
の

種
類
の
違
い
は
考
慮
し
て
い
る
か
。
 

②
　
バ
イ
オ
燃
料
用
需
要
は
ア
メ
リ
カ
の
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
の
み
を
適
用
し
た
の
か
、
他
の

北東アジア農政研究フォーラム 



資料：「2018年における世界の食料需給見通し」農林水産政策研究所． 
注．純輸出入量の正の値は輸出量、負の値は輸入量となる． 
　　生産量，総消費量，純輸出入量は百万トンで四捨五入している． 

（単位：百万トン） 第2表　世界のコメ需給見通し 

北　　　米 7 10 4 5 2 5 
中　南　米 16 22 17 21 －1 0 
オセアニア 0 0 0 0 0 0 
ア　ジ　ア 381 455 364 442 15 14 
中　　　東 3 3 7 9 －4 －6 
欧　　　州 2 3 4 4 －1 －1 
ア フ リ カ 13 17 20 26 －6 －9 
世 界 合 計 422 511 420 511 0 0

 生産量 総消費量 純輸出入量 

 2006年 2018年 2006年 2018年 2006年 2018年 

国
、
例
え
ば
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
は
適
用
し
て
い

な
い
の
か
。
 

③
　
政
策
シ
ナ
リ
オ
に
よ
る
分
析
を
行
う
の

か
。
 

④
　
コ
メ
の
需
給
予
測
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
な
ど
の
水
不
足
も
あ
り
生

産
量
が
充
分
に
伸
び
る
の
か
、
そ
し
て
、
ア

メ
リ
カ
の
輸
出
が
２
０
０
６
年
の
２
０
０
万

ト
ン
か
ら
２
０
１
８
年
の
５
０
０
万
ト
ン
に

増
加
す
る
こ
と
が
可
能
か
。
 

　
①
の
質
問
に
つ
い
て
、
ア
ジ
ア
地
域
に
重

点
を
置
き
つ
つ
、
国
際
食
料
需
給
の
実
態
を

モ
デ
ル
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
の
一
つ

と
し
て
い
る
の
で
、
イ
ン
デ
ィ
カ
米
や
ジ
ャ

ポ
ニ
カ
米
等
の
コ
メ
の
品
種
の
違
い
を
需
給

予
測
に
反
映
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、

各
国
に
お
け
る
コ
メ
の
品
種
別
生
産
・
消
費

の
統
計
デ
ー
タ
が
不
足
し
て
お
り
、
統
計
デ

ー
タ
次
第
と
な
っ
て
し
ま
う
が
検
討
し
た
い
。
 

　
②
の
質
問
に
つ
い
て
、
今
回
の
食
料
需
給

見
通
し
に
お
け
る
バ
イ
オ
燃
料
需
要
は
、
ア

メ
リ
カ
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
由
来
の
エ
タ
ノ
ー

ル
の
み
を
対
象
に
試
算
を
行
っ
た
が
、
ア
メ

リ
カ
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
だ
け
で
な
く
、
バ
イ

オ
エ
タ
ノ
ー
ル
の
原
料
で
あ
る
ブ
ラ
ジ
ル
の

サ
ト
ウ
キ
ビ
、
タ
イ
の
キ
ャ
ッ
サ
バ
等
、
バ

イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
の
原
料
で
あ
る
E
U
の
菜

種
・
ひ
ま
わ
り
等
、
マ
レ
ー
シ
ア
お
よ
び
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
パ
ー
ム
・
オ
イ
ル
、
ア
メ
リ

カ
お
よ
び
ブ
ラ
ジ
ル
の
大
豆
等
を
検
討
し
て

い
る
が
、
バ
イ
オ
燃
料
原
料
の
品
目
ご
と
に

市
場
規
模
が
大
き
く
違
い
、
影
響
の
度
合
い

も
違
う
た
め
、
今
後
、
食
料
需
給
見
通
し
に

組
み
込
ん
で
い
き
た
い
。
 

　
③
の
質
問
に
つ
い
て
、
政
策
的
な
イ
ン
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
経
済
動
向
の
変
化
、
天
候

不
良
等
を
シ
ナ
リ
オ
分
析
に
よ
っ
て
試
算
を

行
い
た
い
と
考
え
て
お
り
、
今
後
、
食
料
需

給
モ
デ
ル
に
適
用
で
き
る
範
囲
を
勘
案
し
、

来
年
度
以
降
に
シ
ナ
リ
オ
分
析
を
実
施
す
る

こ
と
で
検
討
し
て
い
る
。
 

　
④
の
質
問
に
つ
い
て
、
今
回
の
食
料
需
給

見
通
し
に
お
け
る
前
提
で
、
現
在
の
状
況
が

継
続
し
た
場
合
の
自
然
体
と
し
て
の
ベ
ー
ス

ラ
イ
ン
の
予
測
試
算
と
考
え
て
お
り
、
水
不

足
や
天
候
不
良
等
に
つ
い
て
は
今
後
の
シ
ナ

リ
オ
分
析
で
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
個
別
の
国
の
予
測
を
公
表
し
て
い
な

い
た
め
、
ア
メ
リ
カ
だ
け
に
言
及
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
北
米
地
域
の
生
産
量
に
つ

い
て
は（
第
2
表
）、
単
収
の
ト
レ
ン
ド
が
今

後
も
継
続
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
た

め
、
２
０
０
６
年
の
７
０
０
万
ト
ン
か
ら
２

０
１
８
年
の
１，
０
０
０
万
ト
ン
に
増
加
し
、

ア
メ
リ
カ
の
消
費
量
が
同
４
０
０
万
ト
ン
か

ら
同
５
０
０
万
ト
ン
に
増
え
る
と
予
測
さ
れ

る
た
め
、
輸
出
が
同
２
０
０
万
ト
ン
か
ら
同

５
０
０
万
ト
ン
に
増
加
す
る
こ
と
が
予
測
さ

れ
る
。
ゆ
え
に
、
２
０
１
８
年
に
お
け
る
コ

メ
は
ア
ジ
ア
地
域
と
北
米
の
輸
出
に
よ
っ
て

他
地
域
の
輸
入
が
ま
か
な
わ
れ
る
と
予
測
さ

れ
る
。
 

　
日
本
の
坪
田
邦
夫
教
授
（
九
州
大
学
ア
ジ

ア
総
合
政
策
セ
ン
タ
ー
）
か
ら
は
、
食
料
需

給
モ
デ
ル
の
予
測
試
算
は
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な

予
測
結
果
で
あ
り
、
充
分
な
モ
デ
ル
と
な
っ

て
い
る
と
の
評
価
を
受
け
た
。
ま
た
、
Ｆ
Ａ

Ｏ
の
あ
る
専
門
官
の
食
料
需
給
の
予
測
に
つ

い
て
、
個
別
の
国
は
時
々
刻
々
と
変
化
が
あ

り
、
個
別
の
要
素
も
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
る
の
で

予
測
の
数
値
が
当
た
ら
な
い
場
合
も
あ
る
が
、

地
域
別
で
は
大
体
予
測
の
範
囲
内
に
な
る
と

の
コ
メ
ン
ト
を
引
用
し
て
、
評
価
し
た
。
 

　
以
上
の
有
益
な
コ
メ
ン
ト
を
踏
ま
え
、
次

年
度
以
降
、
シ
ナ
リ
オ
分
析
に
よ
る
予
測
も

含
め
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
中
韓
３
カ
国
の

重
要
性
を
鑑
み
、
研
究
者
同
士
の
意
見
交
換
・

交
流
を
深
め
て
、
情
報
の
共
有
を
深
化
し
、

食
料
需
給
モ
デ
ル
開
発
に
活
か
し
て
い
き
た

い
。
 

 




